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 要 旨 
背景： 
結核患者におけるアルコール使用障害(以下 AUD)は無アドヒアランスと治療効果不良と

関連している。チェンナイの結核研究センター(TRC)の研究は、アルコール依存症が南イン

ドにおける DOTS プログラムのもとでの中途離脱と死亡の主な原因の一つであるというこ

とを報告した。ゆえに、インドのチェンナイのヘルスセンターの結核患者の間で飲酒とAUD
の罹患率を推定する研究の実施が計画された。 
方法： 
この研究は、チェンナイの 10 施設における cross-sectional コホート研究であり、WHO

が開発した AUDIT スケールによる結核患者のスクリーニングに続く環境評価を含んだ。4
施設がランダムに選ばれ、2009 年 7～9 月のすべての結核患者が飲酒の AUDIT スケールに

てスクリーニングされた。 
結果： 

490 名の患者のうち 66％が男性で、66％が 35 歳以上で、57％が既婚者で、58％が月 5,000
ルピー未満の低所得者グループに属していた。女性では飲酒は報告されなかった。全体で、

490 名の結核患者のうち 29％(141 名)がアルコールを消費すると判明した。141 名の現飲酒

者のうち 52％(73 名)が AUDIT スコア 8 より上であった。35 歳以上、低教育レベル、月

5000 ルピー未満、離婚そして治療カテゴリー2 は、飲酒しない結核患者よりも飲酒する結

核患者で統計学的に有意であった。 
結論： 
結核患者の AUD は早急に取り組まれる必要があり、この結果は結核ケアへのアルコール

治療の統合の重要性を示唆している。 

 




